
【令和４年度】第３回学校運営協議会実施報告 

令和４年度第３回学校運営協議会を以下のように開催しましたので報告いたしま

す。 〇日時：令和５年３月13日（月） 14：00～15：30 

〇場所：横浜南陵高等学校会議室 

〇参加：学校運営協議会委員（８名）、事務局他（４名） 

〇内容 

１ 校長挨拶 

２ 報告 

・本校の教育活動について

・ICT利活用研究推進校の実践について

・部活動について

３ 議題 

・スクールポリシーについて

・令和４年度学校評価報告書（実施結果）について

（分科会に分かれて協議）

４ 校長より 

５ 諸連絡（事務局） 

議事録 

神奈川県立横浜南陵高等学校における学校運営協議会 開催結果 

本校の学校運営協議会を次のとおりに開催した。 

審議会等名称 神奈川県立横浜南陵高等学校 令和４年度 第２回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和４年３月13日（月） 14：00～15：30 

開 催 場 所 神奈川県立横浜南陵高等学校 会議室 

出 席 者 [委員] 

小川 昭（横浜市港南区日野第三町内会長） 

瀬古 恵美（横浜リハビリテーション専門学校副校長） 

大峡 誠（横浜市港南区福祉保健センターこども家庭支援課 学校連携・

こども担当課長） 

村山 小百合（横浜市立日野中央高等特別支援学校長） 

狩谷 浩史（横浜市立日野小学校長） 

麻生 美香（横浜南陵高等学校PTA会長） 

細川 一美（いちょう会（元PTAの会）会員） 

戸田 崇（横浜南陵高等学校長） 

[事務局] 

須田 孝之（副校長）、牛島 操（教頭）、加藤 博信（総括教諭） 

向山 真衣（教諭） 

開会 

○校長あいさつ

・委員の紹介

・ マスクの着用が個人の判断となった。県立高校では個人の判断が基本であるが、引き続

き感染予防のためマスクの着用を基本とする。



・新型コロナウイルスが５月に第五類に変更となり、通常通りの生活になるため、それ以

降に行われる来年度の卒業式には来賓の方をお招きする方向で考えている。  

・令和５年度入学者選抜では合格者２７８名、２３期生は７クラス規模となる。  

・現時点で、卒業生人数は４９８６人となった。  

・本日は学校評価報告書を中心に、課題及び目標を共有し、忌憚のないご意見を頂きた

い。  

 

≪報告≫   

○ICT利活用促進の取り組みについて（伊藤教諭）  

・取組内容の説明。  

・３つの柱の育成のためにクロームブックを推奨使用。 

・クラッシーの利用について。  

 

（質問）クロームブックの値段はいくらか。  

（本校教諭）大量仕入れをしているので保険にも入り比較的安価に提供できている。データ

はウェブ上に保管するようにしている。  

 

（質問）家庭でWi-Fiが使えない生徒はいるのか 。 

（本校教諭）使用できず困っているという生徒の声はあがっていない。 

 

（質問）小テストなどで使うときのデメリットはあるか。  

（本校教諭）問題の流出が起こる可能性も否定できない。  

 

（質問）クラッシーの使用料は個人負担か。  

（本校教諭）個人負担です。 

   

（質問）故障はどの程度発生しているのか。  

（本校教諭）２７０台中２０台程度ある。 

  

（質問）GoogleとMicrosoftの使い分けについて  

（本校教諭）操作性は若干異なるが生徒はその都度対応している。  

 

（質問）SNS相談などが端末内に入っているのか。  

（本校教諭）県立高校は対応していない。  

 

 ○本校の教育活動と部活動の報告  

・校誌南陵は日野高校から５０年続いている。  

・３年生のページを読むと、最初で最後のという話が多い。来年度はさらに生徒が主体的

に活躍できる機会を作りたい。  

・Wi-Fiの増設、コロナ禍で一気に進んだ。  

・インクルーシブ校へ向けて、さらにはずみをつけたい。  

 ・取り出し・クールダウンを目的とするリソースルームを新設する必要である。そのため

に、インクルーシブ校を何校か見学してきた。３年かけて１教室ずつ設置予定。４月以降

工事に入っていく。  

・現在もすでに福祉マインドを大切にしてきた。育てたい生徒像の延長線上にインクルが

あると考える。  

・校誌南陵をもとに部活動それぞれの活動の説明。  

 

≪議題≫ 

 

○スクールポリシーについて（校長）  



・インクルーシブ教育実践推進校の指定を受け、スクールミッションが変更された。 それ

に伴い、スクールポリシーも変更する。 

     

○学校評価報告書について  

（分科会での協議） 

視点１：個別最適な学び、協働的な学びのとらえかたについて。２つは令和の日本型教育の

テーマであり、個に応じた学習をすすめるため、授業のデジタル化を進めること。少人数学

習などで、個に応じた学習を進める中で、生徒の学び合いを勧めて、協働的な学びを進めて

いく。 

 

視点２：生徒指導提要を改正され、指導が変わったことをうけ、教員の研鑽に努めている  

 

視点３：キャリアパスポートを中学から引き継ぎたいが、設置者が違うと情報のやり取りが

壁になる。入力は進めているので、今後も続けている  

 

視点４：地域防災活動について、参加して訓練の場で気づきがあったはず。福祉マインドも

育てることができたのでは？  

 

視点５：タイムカードがないが、勤怠システムで管理している。仕事を整理して、心身の健

康を保てるように意識している。スクラップアンドビルドで、時間を確保していきたい。  

 

 

〇諸連絡  

 

次年度の第１回運営協議会は６月２１日水曜日を予定している。  

 

委員の委嘱につきましては、委員として引き続きご教示をいただきたいと考えている。 

 

 

閉会 

 

 


